
　
７
月
中
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
市
内
の
す
べ
て
の
農
地
の
利
用
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
毎
年
、
荒
廃

の
程
度
が
判
別
し
や
す
い
夏
の
時
期
に
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
担
当
地
域

を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
・
発
生
防
止
・
解
消
指
導
と
と
も
に
、
違
反
転

用
の
早
期
発
見
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し

た
農
地
に
つ
い
て
は
、
利
用
意
向
調
査
書
を
発
行
し
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
農
地
の
今
後
の
管

理
方
法
に
つ
い
て
回
答
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◆
利
用
意
向
調
査
の
対
象
と
な
る
農
地
（
農
地
法
第
3 2
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
過
去
一
年
以
上
に
わ
た
り
農
作
物
の
作
付
が
行
わ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ず
、
か
つ
今
後
も
農
地
の
維
持
管
理
（
草
刈
り
、
耕
起
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
農
作
物
の
栽
培
が
行
わ
れ
る
見
込
み
が
な
い
農
地
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
農
作
物
の
栽
培
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
周
辺
の
同
じ
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
る
栽
培
方
法
と
比
較
し
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
程
度
が
著
し
く
劣
っ
て
い
る
農
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
地
所
有
者
の
方
へ
の
お
願
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
遊
休
農
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
り
、
周
囲
の
農
地
ば
か
り
か
市
民
生
活
へ
悪
影
響
を
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
農
地
所
有
者
の
方
は
、
耕
作
や
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈
り
等
適
切
な
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
達
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

２
０
２
２
年
第
９
号

編
集
・
発
行
　
伊
達
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
　
　

令
和
４
年
９
月

2
2
日
発
行

〒
9
6
0
-
0
6
9
2
　
福
島
県
伊
達
市
保
原
町
舟
橋
18

0
番
地
　
☎

0
2
4
-5

7
3
-5

6
2
3

農業委員会だより 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〈 ４ 〉

◆
編
集
委
員

　
清
野
　
直
人
（
霊
山
地
域
）　
　
井
上
　
林
一
（
保
原
地
域
）

　
土
屋
洋
一
郎
（
梁
川
地
域
）　
　
渡
邉
み
き
子
（
霊
山
地
域
）

　
吉
田
　
浩
重
（
伊
達
地
域
）　
　
佐
藤
　
輝
弥
（
月
舘
地
域
）

　
八
巻
　
長
一
（
梁
川
地
域
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

編

集

後

記

　
最
近
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
に
日
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
春
先
の
ひ
ょ
う
害
に
酷
暑
、
更
に
は
線
状
降
水
帯
に
よ
る
局

所
的
な
豪
雨
。
ま
た
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
原
油
高
、

生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
る
経
済
面
で
の
圧
迫
な
ど
様
々
で
す
。

　
農
業
経
営
上
の
リ
ス
ク
の
備
え
と
し
て
、
農
業
共
済
や
収
入
保
険

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
　
佐
藤
輝
弥
）

●
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た

v o l.

９

令和４ 年７ 月に梁川町五十沢地区において開催された人・ 農地プラン

会議。 地域農業者・ 市農政部局・ 農業委員会で地域の将来像を描く 。

も く じ

下限面積を変更しました………………２

人・ 農地プランを推進しています……３

農業者年金への加入をお勧めします…４

市長へ要望書を提出しました…………２

農地パト ロールを行いました…………４

空き家に付随した農地の売買が可能と なり ます

地域農業の将来像を描きます

加入相談は農業委員会事務局まで

降ひょ う 被害に対し要望活動を行いました

農地の適正管理のため調査を行いまし た

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

農
業
者
年
金
は
、
年
間
6 0
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
6 0
歳
ま
で
（
条
件
付
き
6 5
歳

ま
で
）
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
★
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
の
終
身
年
金
で
少
子
高
齢
化
時
代
で
も

　
　
安
心
で
す
。

　
★
保
険
料
の
額
は
月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
自
由
に
決
め

　
　
ら
れ
ま
す
。
3 5
歳
未
満
の
方
は
、
条
件
付
き
で
月
額
１
万
円
か
ら

　
　
の
加
入
も
可
能
で
す
。

　
★
納
め
た
保
険
料
に
対
し
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
★
一
定
の
条
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険
料
の
一
部
を
国
庫
で
補

　
　
助
し
ま
す
。

　
加
入
相
談
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
０
２
４―

５
７
３―

５
６
２
３
）



　
令
和
４
年
８
月
１
日
よ
り
、
伊
達
市
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き
家
に
付
随
し
た
農

地
に
限
り
、
農
地
取
得
す
る
方
に
最
低
限
必
要

な
経
営
面
積
（
農
地
法
第
３
条
第
２
項
第
５
号

に
よ
る
農
業
委
員
会
が
定
め
る
別
段
の
面
積

（
下
限
面
積
）
）
を
１
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
定

め
ま
し
た
。

　
新
規
就
農
者
の
増
加
と
遊
休
農
地
の
解
消
、

伊
達
市
内
の
空
き
家
の
利
活
用
を
促
し
、
伊
達

市
へ
の
移
住
促
進
に
資
す
る
た
め
、
要
綱
を
定

め
運
用
し
ま
す
。

　　
空
き
家
に
付
随
し
た
農
地
は
、
伊
達
市
農
業

委
員
会
が
１
筆
ご
と
に
指
定
す
る
事
と
し
、
指

定
に
あ
た
っ
て
は
、
農
地
集
積
に
支
障
を
及
ぼ

す
等
、
既
存
の
農
地
へ
の
影
響
が
な
い
か
ど
う

か
を
農
業
委
員
会
が
調
査
し
、

総
会
で
の
議
決
を
も
っ
て
決

定
し
ま
す
。

〈 ３ 〉　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 農業委員会だより 農業委員会だより 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〈 ２ 〉

　
降
ひ
ょ
う
被
害
に
対
し
、
伊
達
市
で
実
施
さ

れ
た
支
援
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
伊
達
市
農
業
災
害
対
策
事
業…

次
期
作
分
肥

　
料
・
薬
剤
共
同
購
入
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
共

　
同
購
入
費
の
10
％
を
補
助
。

●
果
樹
共
済
掛
金
支
援
事
業…

本
年
度
共
済
に

　
加
入
申
込
さ
れ
た
被
災
農
家
に
対
し
、
県
農

　
業
共
済
組
合
を
通
じ
て
共
済
掛
金
の
2 0
％
を

　
補
助
。

●
果
樹
降
ひ
ょ
う
被
害
緊
急
対
策
支
援
事
業…

　
着
果
調
節
追
加
作
業
、
追
加
防
除
な
ど
の
管

　
理
作
業
費
用
に
対
し
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り
一

　
万
九
千
円
を
補
助
。

●
農
家
経
営
安
定
資
金
（
令
和
４
年
降
ひ
ょ
う

災
害
資
金
）…

指
定
金
融
機
関
が
、
令
和
４
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
降
ひ
ょ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
被
害
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た
農
業
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
し
、
三
百
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
を
限
度
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
貸
付
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
、
農
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
通
じ
て
貸
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
受
け
れ
ば
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
子
と
な
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
。

　
令
和
４
年
６
月
2 7
日
、
月
舘
町
糠
田
地
区
～

霊
山
町
上
小
国
地
区
に
お
い
て
５
月
・
６
月
に

発
生
し
た
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
対

し
、
市
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
　
　

　
桃
や
柿
等
果
樹
類
を
中
心
に
、
総
額
八
千
二

百
万
円
に
達
し
た
被
害
に
対
し
、
次
の
と
お
り

要
望
し
ま
し
た
。

①
被
災
農
業
者
の
営
農
再
建
に
必
要
な
次
期
作

　
に
向
け
た
資
材
購
入
に
対
す
る
支
援

②
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
被
害
お
よ
び
農
家

　
の
所
得
減
少
に
対
応
す
る
農
業
セ
ー
フ
テ
ィ

　
ネ
ッ
ト
へ
の
加
入
促
進
支
援

③
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
た
樹
勢
回
復

　
な
ど
の
技
術
的
支
援
の
強
化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

空
き
家
に
付
随
し
た
農
地
の
売
買
に

つ
い
て
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

下
限
面
積
を

　
　
　

変
更
し
ま
し
た

下限面積

0 .0 1 アール
（ １㎡）

2 0 アール

3 0 アール

4 0 アール

市内全域
ただし 空き家バンクに登録され
た空き家に付随し た農地で、 伊
達市農業委員会が１ 筆ごと に指
定するもの。

対象区域名

市内全域
ただし 新規の認定農業者および
青年等就農計画認定者が取得す
る場合に限る。

旧伊達町、 旧白根村、 旧山舟生
村、 霊山町全域、 月舘町全域

3 0 アールに掲げた区域以外の
区域

● 伊達市下限面積一覧表 ●

須田市長に要望書を手渡す清野会長（ 中央）

　
令
和
４
年
６
月
、
伏
黒
箱
崎
地
区
・
富
野
地
区
・
小
国
地
区
の
３
地
区
に
お

い
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
、
地
域
の
農
業
者
が
十
分
に
話
し
合
い
を
行
う
こ
と

で
、
中
心
経
営
体
（
地
域
の
担
い
手
）
へ
の
農
地
集
積
に
よ
る
効
率
化
や
、
集

落
が
抱
え
る
問
題
点
な
ど
を
整
理
す
る
「
地
域
農
業
の
未
来
の
設
計
図
」
で
す
。

　
３
地
区
で
共
通
す
る
課
題
と
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
課
　
題
　

　
　
　
●
担
い
手
の
高
齢
化
に
対
し
、
若
い
担
い
手
の
育
成
・
確
保
が
必
要
。

　
　
　
●
樹
園
地
の
貸
借
を
進
め
る
た
め
、
基
盤
整
備
が
必
要
。

　
　
　
●
有
害
鳥
獣
被
害
が
増
加
し
て
お
り
対
策
が
必
要
。

　
　
今
後
の
方
針
　
　

　
　
　
●
優
良
農
地
の
あ
っ
せ
ん
や
栽
培
技
術
の
伝
承
を
通
じ
、
後
継
者
の
育

　
　
　
　
成
確
保
を
図
る
。

　
　
　
●
遊
休
農
地
等
の
保
全
管
理
、
基
盤
整
備
等
に
よ
っ
て
、
受
け
手
が
耕

　
　
　
　
作
で
き
る
条
件
整
備
を
行
う
。

　
　
　
●
樹
園
地
は
、
病
害
虫
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
改
植
や
、
作
業
効
率
化
を

　
　
　
　
図
る
た
め
の
低
樹
高
化
を
推
進
す
る
。

　
　
　
●
鳥
獣
害
対
策
の
た
め
の
集
落
点
検
を
行
い
、
フ
ェ
ン
ス
設
置
な
ど
の

　
　
　
　
対
策
を
推
進
す
る
。

　
　
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
た
地
域
で
は
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
定
期
的
に
行
い
、

　
農
地
バ
ン
ク
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
中
心
経
営
体

　
へ
の
農
地
集
積
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
（
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
伊
達
市
農
政
課

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
名
称
に
つ
い
て
、
聞
き

な
れ
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
か
と
思
い
ま
す
。

　
担
い
手
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
農
業
者
を
取

り
巻
く
「
人
と
農
地
の
問
題
」
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解

決
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
ご
と
に
農
業
者
が
話
し
合

い
、
地
域
農
業
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
を
た
て
る
（
実
質
化
）
、

そ
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る
べ
く
活
動
す
る
（
実
践
）
、
そ
う
い
っ
た
活
動
が
人
・

農
地
プ
ラ
ン
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
説
明
会
や
話
し
合
い
が
困
難
な
状
況
の
中
、
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
周
知
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
達

の
霊
山
町
小
国
地
区
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
住
民
の
皆
様
、
地
域
で
活

躍
す
る
農
業
者
、
中
心
経
営
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
意
見
を
集
約
し
、

プ
ラ
ン
の
実
質
化
ま
で
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
、
計
画
を
実
践
す

る
に
あ
た
り
、

地
域
の
農
業

者
の
皆
様
の

ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す

小
国
地
区
担
当

　
　
　
　
　
大
武
有
子
副
推
進
委
員
長
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